
日本スティーベル株式会社

型　名…… ●LWZ－170 EPlus

（取付説明書、保証書付）

熱交換換気システム

取扱説明書

お買い上げいただき、誠にありがとうございます。

この取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ご使用前に P.1「1. 安全上のご注意」を必ずお読みください。

●この取扱説明書は、必ず保証書とともにいつでも見ることができるところに保管してください。
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誤った取扱いをしたときに、
死亡、または重傷に結びつく
可能性があるもの。

絶対に改造はしないでください。

してはいけないことを示します。

注意することを示します。

必ず行なうことを示します。

警告

警告

禁止マーク

指示マーク

注意マーク

誤った取扱いをしたときに、
傷害、または家屋・家財等の
損害に結びつくもの。注意

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただくことを説明し
ています。
■ 誤った取扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の区分で表示しています。

■ 本文中に使われている図記号の意味は次のとおりです。

禁止

濡れた手でコントローラを操作や、機器のフィルター交換をしないでください。

機器に水をかけないでください。また、機器が災害等により濡れてしまった場合は、使用しないでください。

機器に異常が発生した場合は、機器専用のブレーカをを「切」（OFF）にして日本スティーベル(株)にお問
い合わせください。

補強を行なっていても震災、その他の天変地異で落下する可能性があります。万が一落下した場合は、
下記の①～③を実施の上、日本スティーベル(株)にお問い合わせください。
　①機器専用のブレーカを「切」（OFF）にしてください。
　②落下物がある場合は取り除いてください。
　③建物が揺れている間は、機器に近づかないでください。

機器の近くや、お部屋の給排気口近くに、ガス類等の可燃性物質や爆発の恐れがある物質を保管しないで
ください。

機器は、お手入れ中以外は、停止しないでください。（除湿運転による停止を除く。）

可燃性のガスが漏れた場合は、機器を操作しないでください。

機器の移設は、必ず専門業者に依頼して行なってください。

機器が正しく取り付けられ、機器がしっかりと固定されていることを確かめてください。

1. 安全上のご注意

指示

子供や身体に障害がある人が機器を操作する場合は、監督者の管理のもと、または安全管理者による適切
な指導を受けた上でご使用ください。
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注意
禁止
機器の上に物を置いたり、機器に荷重を掛けたりしないでください。

ファンモーターが故障し動いていない場合は、そのまま使用しないでください。

機器を正常に動作させるために、離隔距離の範囲内に物品を置かないでください。

ドレン配管が詰まる、または接続されていない状態では使用しないでください。 

フィルターが詰まると、故障の原因となりますので定期的に掃除をしてください。

機器運転中は、フィルターカセットを必ず機器に固定した状態にしてください。

注意

指示

フィルターの点検清掃をする場合は、必ず機器専用のブレーカを「切」（OFF）にしてから掃除を行なっ
てください。

フィルターを機器に戻す際は、フィルターの配置を間違えないようにしてください。

ドレン配管が詰まると、漏水の原因となりますので定期的に掃除してください。

ドレン配管を点検清掃する場合は、必ず機器専用のブレーカを「切」（OFF）にしてから掃除を行なって
ください。

外気条件と機器設置場所の露点温度によっては、ダクトや機器表面が結露する場合があります。
その際は結露水を拭き取ってください。
台風や強い雨、及び吹雪、霧が発生した場合等、外気が高湿度の場合は、機器内部で水滴が発生して滴下
することがありますので、運転を一時的に停止してください。
機器の所有者が変わる場合には、必ず本取扱説明書を新しい所有者に引き継ぎ、保管できるようにしてく
ださい。

機器の修理をご依頼の際は、必ず本取扱説明書に付属している保証書を修理業者にご提示ください。

設定風量は、必ず必要換気量以上の値にしてください。

フィルターの点検清掃をする場合は、怪我をしないように気を付けてください。

夏場にエアコンの設定温度を下げ過ぎると、機器からの水漏れが発生する可能性があります。

700mm以上 400mm以上 50mm以上離隔距離

前面パネル 天板パネル 左面パネル

50mm以上

右面パネル

400mm以上

下面パネル
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　LWZ－170EPlus（本書では「機器」と表記）は、給気と排気の２つの送風機（ＥＣ遠心ファン）
を利用して、屋外の新鮮な空気を屋内に取り入れ、屋内の汚れた空気を排出します。その際、排出する空気か
ら高効率で熱回収を行ない、屋外から取り入れる新鮮な空気に回収した熱を効率よく加えます。これにより、
暖冷房負荷の削減に寄与できる換気システムです。
　操作は、機器前面のコントローラで行ないます。５ｍ3/ｈ単位できめ細かく設定風量を変更できるため、換気による無駄なエ
ネルギーロスをカットすることができます。

　LWZ－170EPlusは、操作部、またはオプション品の風量切替スイッチにより換気風量を簡単に調節することができます。
　設定した風量を維持するために、ファンの回転数を自動制御します。この機能により、住宅の換気量を一定に保つことができ
ます。（圧力損失の変化による換気量不足、過多を無くします。）

　●バイパスモード（Ｐ.8  ４－４項）
　　バイパスモードとは夏季で外気温度が室内温度より低い場合に、自動的に外気を熱交換せずに直接室内に導入することで、
外気により室内を冷やす機能（外気冷房）です。

　　外気温度が１０℃以上かつ、外気温度よりも室内温度が高いという条件下（Ｐ．８ ４－４項）で設定した温度より室内温度
が高くなると自動的に動作します。

　●プレヒーター（Ｐ.11  ４－９項）
　　寒冷地において、厳冬期でも新鮮空気を加熱することで換気量を維持すると共に高い熱交換効率を維持することができます。

　●顕熱交換型換気システム
　　室内で発生した臭気や、湿気等が新鮮な外気と交わらないシステムです。
　　湿気の多い場所も機器１台で換気可能になります。

2. 特長

LWZ－170EPlus P－Q特性図

図中の数字は、比消費電力
（W／（m3/h））
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3. 各部のなまえと外形寸法 
3－1. 各部のなまえと外形寸法

3－2. 操作部のなまえ 

１：操作部
２：フィルターカバー
３：ドレン管
４：電源ケーブル引込口
５：モジュラージャック接続口
６：壁取付金具用パッキンＡ
７：壁取付金具用パッキンＢ
８：壁側背面固定金具
９：機器側背面固定金具
10：ＬＷＺ耐震補強金具
11：ＯＡ接続口
12：ＥＡ接続口
13：ＳＡ接続口
14：ＲＡ接続口

１：サービスプラグ
２：「ｍｅｎｕ」ボタン
３：「－」ボタン
４：表示部パネル
５：「＋」ボタン
６：「Ｒ」ボタン



5

4. ご使用方法

①
②
③
④
⑤

：設定風量ポジション（基本表示）
：設定風量（基本表示）
：メッセージ欄／モード表示
：マーク表示
：設定番号表示

表 示 名 称

デフロスト運転

マ
ー
ク
表
示

メ
ッ
セ

ー
ジ
欄

モ
ー
ド
表
示

設
定
風
量

表
示

設
定
番
号

表
示

動作状態

給気風量を減らして、機器内部の除霜を行ないます。
一定時間経過後、通常運転に戻ります。

ファンが停止しています。Ｐ.18 「７項」をご参照の上、日本スティーベル(株)
にお問い合わせください。

修理を必要としています。Ｐ.18「７項」をご参照の上、日本スティーベル(株)
にお問い合わせください。

プレヒーターが働いています。
外気温度センサーが設定温度（－1.5℃）以下の状態であることを示します。

フィルターの清掃、または交換を促す等、機器の状態を表示します。
Ｐ.10 「４－８項」をご参照ください。

この表示状態の時に、通常設定値を変更できます。
変更方法は、Ｐ.6 「４－３項」  Ｐ.8 「４－４項」をご参照ください。

この表示状態の時は、現在の動作状況を表示しています。
別途、指定がない限り操作の必要はありません。

この表示状態の時は、エラーの履歴を確認することができます。
別途、指定がない限り操作の必要はありません。

設定風量のポジションを表示しています。
「０２」：弱運転
「０３」：標準運転
「０４」：強運転

設定モード ：設定番号表示（Ｐ.12  「４－９－２項」をご参照ください。）
動作状況読込モード：現在の動作状況番号表示
エラー確認モード ：エラー数表示

ファン停止
エラー

スパナマーク

プレヒーター
動作

メッセージ欄
等

設定モード

動作状況
読込モード

エラー確認
モード

風量設定表示

－

SET

READ

SERV

01～46

4－1. 操作部の表示部パネルの見かた 

4－1－1. 基本表示 

4－1－2. マーク表示他詳細 

○オプションの風量切替スイッチを接続している場合、①は常に設定風量のポジションの数値（１、２、３）
を表示します。
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4－2. 機器の動かしかた

4－3. 風量の設定のしかた

①専用ブレーカを「入」（ＯＮ）にします。

●表示部パネルの全表示が２秒間点灯します。

●機器のソフトのバージョンが、２秒間点灯し
ます。

②基本表示になり、設定風量に従い運転を開始
することを確認します。

①基本表示の状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、表示部パネルに「ＳＥＴ」を
表示させます。

②①の状態から「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、設定モードに入ります。

●ＯＦＦ表示になっている場合は、Ｐ．１０「４－７．機器のＯＮ／ＯＦＦの切替えかた」を参照してください。
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●設定風量は下記を目安に設定します。
　弱運転 ：住宅の換気回数 0.3（回／ｈ）
　標準運転：住宅の換気回数 0.5（回／ｈ）
　強運転 ：住宅の換気回数 0.7（回／ｈ）

③②の後、「＋」ボタンと「－」ボタンで表示部パネル上の、下線
部の設定番号を「０２～０４」から選択します。

　●弱運転の設定の場合 ：「０２」を選択します。
　●標準運転の設定の場合：「０３」を選択します。
　●強運転の設定の場合 ：「０４」を選択します。

④「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、設定変更可能状態（数値が点滅状態）
にします。

⑤設定風量を「＋」ボタン、「－」ボタンで、５ｍ３／ｈ単位で変更し
ます。

⑥⑤で設定風量を変更後、「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、変更した設
定風量を確定します。

●セットコードは、設定変更により、現在変更しているセットコー
ド以外の設定も連動して変更になる場合がありますので、上記以
外の設定変更を行なった場合は、他の設定も変更になっていない
かご確認ください。

⑦「Ｒ」ボタンを１回押すと、設定モードに戻ります。
　また、設定モードの状態で、「Ｒ」ボタンを１回押すと、基本表示
に戻ります。

ご注意
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4－4. バイパスモードの設定のしかた

①基本表示の状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、表示部パネルに「ＳＥ
Ｔ」を表示させます。

　バイパスモードとは夏季で外気温度が室内温度より低い場合に、自動的に外気を熱交換せずに
直接室内に導入することで、外気により室内を冷やす機能（外気冷房）です。
　外気温度が１０℃以上かつ、外気温度よりも室内温度が高いという条件下で設定した温度より
室内温度が高くなると自動的に動作します。

②①の状態から「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、設定モードに入ります。

③②の後、「＋」ボタンと「－」ボタンで表示部パネル上の、下線部の設
定番号を「０５」と表示させます。

④「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、設定変更可能状態（数値が点滅状態）に
します。

⑤設定温度を「＋」ボタン、「－」ボタン押して、0.5℃単位で変更し
ます。

●暖房期間中は、暖房器具の設定温度より５℃以上高く設定します。
●それ以外の期間は、希望する室内温度に設定温度を合わせておきます。
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⑥⑤の設定温度を変更後、「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、変更した
設定温度を確定します。

⑦「Ｒ」ボタンを１回押すと、設定モードに戻ります。また、設定
モードの状態で、「Ｒ」ボタンを１回押すと、基本表示に戻りま
す。

①基本表示の状態で（「ＦＩＬＴＥＲ」表示が出ている場合）「Ｒ」
ボタンを５秒間押し続けると「ＦＩＬＴＥＲ」表示が消えます。

4－5. フィルター交換メッセージの消しかた

①基本表示の状態で「＋」ボタンと「－」ボタンを同時に１０秒間
押します。

②表示部パネルの全表示が３秒間点灯します。

③基本表示に戻り、各設定が工場設定値に戻ります。工場設定値
は、Ｐ.12 「４－９－２．通常設定一覧表」をご参照ください。

4－6. 工場設定値への戻しかた 

５秒間

同時に１０秒間
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4－7. 機器のＯＮ／ＯＦＦの切替えかた 

4－8. 表示部パネルのメッセージ一覧表 

①基本表示の状態で、「－」ボタンを５秒間押します。
②表示部パネルに「ＯＦＦ」と表示されて、機器が停止します。

①表示部パネルが「ＯＦＦ」と表示されている状態で、「－」ボタンを５
秒間押します。

②基本表示状態になり、機器が動き始めます。

フィルターの点検清掃が必要であることを示します。

複数台制御の親機、または単機であることを示します。

複数台制御の子機であることを示します。

外付け熱交換器が動作していることを示します。

外付スイッチにより動作していることを示します。

外部電圧を検知しています。

4－7－1. 機器を停止する 

4－7－2. 機器を動かす

５秒間

５秒間

ＦＩＬＴＥＲ

メッセージ 詳　細 表示部

なし

Ｓｌａｖｅ２
～Ｓｌａｖｅ９

ＥＷＴ 

ＣＮ１／ＣＮ２

Ｖ１／Ｖ２

●機器は、お手入れ中以外は停止しないでください。
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①基本表示の状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、表示部パネルを設
定モードにします。

②①の状態から「＋」ボタン、または「－」ボタンを押し、「ＳＥ
Ｔ」を選択して、「ｍｅｎｕ」ボタンを押します。

③②の後、「＋」ボタンと「－」ボタンで表示部パネル上の、下線
部の設定番号を「０１～２９」から選択して表示させます。

④「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、設定変更可能状態（数値が点滅状
態）にします。

⑤「＋」ボタン、「－」ボタンを押して、選択した設定番号の動作に
関する値を変更します。

4－9. 設定モード 
4－9－1. 各種設定の変更のしかた 
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⑦「Ｒ」ボタンを１回押すと、設定モードに戻ります。また、設定モー
ドの状態で、「Ｒ」ボタンを１回押すと、基本表示に戻ります。

1

2

3

4

5

6

設定風量

弱運転設定風量「１」 

通常運転設定風量「２」 

強運転設定風量「３」 

バイパス設定温度

バイパスディファレンシャル

13 プレヒーター

m3/h

5m3/h

5m3/h

5m3/h

0.5℃

0.5℃

1m3/h

－

－

－ ＢＹＰＡＳＳ

ＨＥＡＴＥＲ

ＢＹＰＡＳＳ

ＢＹＰＡＳＳ

０／５０

５０～３００

５０～３００

５０～３００

１５.０～３５.０

０.０～５.０

－１００～１００

０：自動
１：強制閉
２：強制開

０：プレヒーターＯＦＦ
１：プレヒーターＯＮ
２：外付けヒーター

ＯＦＦ：給気量＝排気量
Ｏ Ｎ：「１２」で調整可能

50

100

150

225

22.0

2.0

０

11

12

定風量制御

ＳＡ風量調整

ON

０

7 バイパス設定 ０

表  示設定番号 動作内容 工場設定 設定単位設定範囲

⑥⑤で設定した値を変更後、「ｍｅｎｕ」ボタンを押して、変更し
た数値を確定します。

●バイパス機能を使用しない場合は、設定番号７を「１」に設定します。
●プレヒーターを使用する場合は、設定番号１３を「１」に設定します。

●設定番号６、及び１４～２９は、工場設定の値のままご使用ください。

4－9－2. 通常設定一覧表
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4－9－3. オプション設定一覧表

8

9

10

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23

24

25

複数台制御

入力１

バスアドレス

入力１の最小電圧

入力１の最大電圧

入力１調整スイッチ

入力２

入力２の最小電圧
入力２の最大電圧

入力２調整スイッチ

－

－

－

－

－

－

－
－

－

－

－

－

ＯT
ＥbＵＳ

セントラル暖房
＋熱回収 

０～９（０＝Ｍａｓｔｅｒ）

15.0～30.0

０－１０ 

０－１０
０－１０

０－１０

0.5℃

0.5V

0.5V

ＯＦＦ
Ｏ Ｎ

０（N/O contact）
１（0-10Ⅴ input）
２（N/C contact）
３（bypass open=12Ⅴ closed=0V）
４（bypass open=0V closed=12V）

０（ＯＦＦ）
１（ＯＮ）
２（バイパス動作条件時ＯＮ）
３（バイパスコントロール）
４（寝室用設定）

０（ＯＦＦ）
１（ＯＮ）
２（バイパス動作条件時ＯＮ）
３（バイパスコントロール）
４（寝室用設定）

０（Ａ接点）
１（0-10V input）
２（Ｂ接点）
３（Bypass open=12V close=0V）
４（Bypass open=0V close=12V）

０（ＳＡファンＯＦＦ）
１（最小風量５０ｍ3/ｈで動作）
２（弱運転で動作）
３（通常運転で動作）
４（強運転で動作）
５（風量切替スイッチに従い動作）
６（最大風量で動作）
７（ＳＡファンコントロール停止）

０（ＥＡファンＯＦＦ）
１（最小風量５０ｍ3/ｈで動作）
２（弱運転で動作）
３（通常運転で動作）
４（強運転で動作）
５（風量切替スイッチに従い動作）
６（最大風量で動作）
７（ＲＡファンコントロール停止）

０（ＳＡファンＯＦＦ）
１（最小風量５０ｍ3/ｈで動作）
２（弱運転で動作）
３（通常運転で動作）
４（強運転で動作）
５（風量切替スイッチに従い動作）
６（最大風量で動作）
７（ＳＡファンコントロール停止）

Central heating
+ heat recovery

ＥbＵＳ

ＯＦＦ

給気再加熱用
温度設定 

入力１ＳＡ
ファンスイッチ

入力１ＥＡ
ファンスイッチ 

入力２ＳＡ
ファンスイッチ

21.0

０

０

０

5

０

5

5

1

０.0V

1０.0V

０.0V
1０.0V

ＯＴ／ＢＵＳ

ＢＵＳＡＤＲ

ＨＥＡＴＥＲ　

Ｖ１ＭＩＮ

Ｖ１ＭＡＸ

ＣＮ１

ＣＮ１

ＣＮ１

ＣＮ２

ＣＮ２

Ｖ２

Ｖ２ＭＩＮ
Ｖ２ＭＡＸ

Ｖ１

表  示設定番号 動作内容 工場設定 設定単位設定範囲
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27

28

29

30

31

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

26

地熱熱交換

地熱熱交換時の最小温度

地熱熱交換時の最大温度

湿度センサー

湿度センサー調整

ＣＯ２センサー 

初期スイッチ設定

接続設定

＊設定番号は設定変更に連動して表示されない場合があります。確認の際は、必ず設定番号を確認してください。

－

－

ＯＦＦ ：地熱交換ＯＦＦ
Ｏ Ｎ ：地熱交換ＯＮ

ＯＦＦ  （湿度センサー未使用）
Ｏ Ｎ （湿度センサー使用）

０（５０ｍ3/ｈ）
１（弱運転設定風量）
１（接続なし）
３（接続あり）

０（ＥＡファンＯＦＦ）
１（最小風量５０ｍ3/ｈで動作）
２（弱運転で動作）
３（通常運転で動作）
４（強運転で動作）
５（風量切替スイッチに従い動作）
６（最大風量で動作）
７（ＲＡファンコントロール停止）

入力２ＥＡ
ファンスイッチ

OFF

5.0

25.0

OFF

０

OFF

400

1200

400

1200

400

1200

400

1200

100

1

1

0.0～10.0

15.0～40.0

－2～2

OFF－ON

400－2000

400－2000

400－2000

400－2000

400－2000

400－2000

400－2000

400－2000

90－110

0.5℃

0.5℃

－

1

－

25ppm

25ppm

25ppm

25ppm

25ppm

25ppm

25ppm

25ppm

1%

－

－

5
ＣＮ２

ＥＷＴ

ＥＷＴ　T－　　

ＥＷＴ　T＋　　

表  示設定番号 動作内容 工場設定 設定単位設定範囲

ＣＯ２センサー１
最小ＰＰＭ
ＣＯ２センサー１
最大ＰＰＭ
ＣＯ２センサー２
最小ＰＰＭ
ＣＯ２センサー２
最大ＰＰＭ
ＣＯ２センサー３
最小ＰＰＭ
ＣＯ２センサー３
最大ＰＰＭ
ＣＯ２センサー４
最小ＰＰＭ
ＣＯ２センサー４
最大ＰＰＭ

流量補正

風量1：設定番号２の風量で運転します。
風量2：設定番号３の風量で運転します。
風量3：設定番号４の風量で運転します。

ツマミ
ツマミをお好みの風量に合わせます。

ご注意
●風量を切り替える場合は、１０秒以上間隔を開けて操
作してください。連続して風量切り替え操作した場合
は、機器を保護するために風量切り替えにロックが掛
かる場合があります。

●ロックが掛かった場合は、風量切替スイッチをロック
の掛かっている設定に戻し、１０秒以上間隔を開けて
から風量を切り替えてください。

4－10. オプション品の使い方
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5. 日常の点検とお手入れ
5－1. 機器の清掃

機器の外装を清掃する場合、通常は乾いた布で拭いてください。
汚れがひどい場合は、適量にうすめた食器用中性洗剤を含ませた布で拭き取ってください。

●ベンジン、シンナー、クレンザー、ナイロン製のたわし等の使用は、機器を傷めますの
で絶対にやめてください。

●機器を水で洗わないでください。また、水に浸けないでください。
●足場を確保して、転倒等のないように注意してください。

5－2. フィルター清掃と交換 
○表示パネルのメッセージ欄に「ＦＩＬＴＥＲ」と表示された場合、または３ヶ月に一
度を目安にフィルターを清掃してください。

①P. １０「４－７．機器のＯＮ／ＯＦＦの切替えかた」を参照して機器を停止させます。
②フィルターカバーの右中央の取手を持ち、手前側に引きフィルターカバーを開きます。

１：室内からの還気フィルター
２：室内への給気フィルター

③２つのフィルターを手前に引き出し、機器から抜き取ります。

●機器を長くご使用いただくために、年１回を目安にフィルターを交換してください。
　ただし、汚れがひどい場合は、適時フィルターを交換してください。
●フィルターは、水洗いしないでください

④２つのフィルターを掃除機等で清掃します。
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●高性能フィルターは側面に記載されている「AIR FLOW」の矢印の先端側を機器の内側に向けます。
●高性能フィルターは、下段の室内への給気側のみのご使用でも構いません。
●高性能フィルターをご使用の場合は、フィルターフレームとフィルターが一体のため、フィルターフ
レームごと高性能フィルターに交換します。

⑥フィルターカバーを閉じます。

⑦「－」ボタンを５秒間押して、機器をＯＮにします。（Ｐ．１０「４－７．機器のＯＮ
／ＯＦＦの切替えかた」参照）

⑧「Ｒ」ボタンを５秒間押して、「ＦＩＬＴＥＲ」表示を消します。（Ｐ．９「４－５．
フィルター交換メッセージの消しかた」参照）

⑤フィルター枠の網側が機器の内側を向くようにフィル
ターを装着します。

「AIR FLOW」表示

フィルター枠網側

AIR FLOW

ご注意
●高性能フィルターを使用する際は、標準フィルターのフレームは使用しませんが、標準フィルターを再度使用する際は必要とな
りますので廃棄せずに保管してください。

「https://nihonstiebel-ec.shop-pro.jp/」

5－3. 交換用フィルターの購入について
①機器本体の交換用フィルターは、右図のＱＲコードからのサイト、または下記のアド
レスのサイトから購入することができます。

②「標準仕様フィルター（１０枚１組）」を購入したい場合は、「標準仕様フィルター LWZ－170EPlus/LWZ－370Plus用」
を選択します。

③「高性能フィルター（２枚１組）」を購入したい場合は、「高性能フィルター LWZ－170EPlus/LWZ－370Plus用」を選択
します。

●該当する機器のフィルターを購入してください。
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対　策症　状

給気がされていない。

排気がされていない。

表示部パネルに「ＦＩＬＴ
ＥＲ」と表示している。

外気フードが詰まっている。

排気グリルが詰まっている。 

フィルターの清掃、または交換のサイ
ンです。

屋外の外気フードを清掃してください。

室内の排気グリルを清掃してください。

Ｐ. 9  4－５項を参照して、フィルターの清掃、ま
たは交換後に「Ｒ」ボタンを５秒間押してください。

設定風量を変更できない。

上記で、改善しない場合は、再度ブレーカを「入／切」（ＯＮ／ＯＦＦ）し状態が改善しないことを確認の上、
日本スティーベル（株）にお問い合わせください。

Ｐ.６「４－３．風量の設定のしかた」
を参照して操作してください。

左記でも作業ができない場合は、日本スティー
ベル(株)にお問い合わせください。

風量切替スイッチで風量を
変更できない。

風量切替スイッチ、またはその配線の
不具合の可能性があります。

日本スティーベル(株)にお問い合わせください。

表示部パネルにスパナマー
クが点灯している。

機器内部の不具合の可能性があります。 日本スティーベル(株)にお問い合わせください。

機器の音が大きくなる。 デフロスト運転や、設定風量を大きく
した場合、外気フードや排気グリルが
詰まっている場合等があります。

屋外の外気フードと室内の排気グリル、機器のフィ
ルターを清掃し、デフロスト運転がされていない状
態でも音が大きいままの場合は、日本スティーベル
(株)にお問い合わせください。

機器から水が垂れてくる。 機器下部のドレン管につながる配管が
詰まっていないことを確認してくださ
い。

ご自身で確認できない場合、ドレン管につながる配
管が詰まっていない場合は、日本スティーベル(株)
にお問い合わせください。

考えられる原因

6. 故障かな？と思ったら 

5－4. 清掃と定期点検 
①定期的に給排気グリル、屋外の給排気フードの清掃を行なうことをお勧めします。清掃がされ
ていないと下記の問題が発生する場合があります。
 　ⅰ）住宅内で十分な換気がされない。
 　ⅱ）機器の消費電力が大きくなる。
 　ⅲ）住宅内での結露の発生。

②３年を目処に専門業者による定期清掃を行なうことをお勧めいたします。

③お買い上げより１０年を目処に必ず専門業者による機器の点検を実施してください。
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TEL :03-5715-4655

7. 点検及び修理について
アフターサービスを依頼される前に、Ｐ．１７「６．故障かな？と思ったら」をよくお読みの上、それでも不具合がある場合、あ

るいは不明な点がある場合は、ご自分で修理なさらないで下記のＱＲコードから日本スティーベル(株)のＨＰのお問合せフォー

ム、または下記からお問い合わせください。

この機器の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後６年です。補修用部品とは、その機器の機能を維持するための部

品です。

アフターサービスを依頼される場合は、保証書をご覧の上、次の項目をお知らせください。

① 機種名　　　　　　　：銘板ラベルに併記

② 製造番号　　　　　　：銘板ラベルに併記

③ 不具合の具体的内容　：ファンが回らない等の症状、及びご使用条件

④ お取付け年月日

⑤ お名前、ご住所、電話番号

（1） アフターサービス(点検・修理)を依頼される場合

（2） 補修用部品の最低保有期間について

この機器は、お取付け日から１年保証です。

保証書は、お取扱い店、または施工店からお渡しいたしますので、必ず「お取扱い店」、「お取付け日」、「製造番号」等の記入

をお確かめになり、保証書の内容をよくお読みの上、保管してください。

修理を依頼される場合、日本スティーベル（株）にお問い合わせください。保証期間内であれば、消耗品を除き、保証書の記

載内容に基づき無料修理を行ないます。保証期間を過ぎても、修理により機器の機能が維持できる場合にはご要望により有

料修理いたします。

（3） 保証について

●お客様ご自身で分解、改造した場合は、保証期間であっても無料修理の対象とはなりませんので、予めご了承ください。

●電気の配線工事、ダクト／ドレンの配管工事、機器の設置工事に起因する問題に関しては、機器の保証期間であっても無

料修理の対象とはなりませんので、予めご了承ください。
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8. 仕様
型　名
電　源

最大風量 （m3/h）
消費電力（Ｗ）
最大電流（Ａ）　※2

 騒音（dB） 
質量（kg）
ダクト接続口径（mm）
ドレン管接続口径（mm）
 熱交換方式
 有効換気量（％） 
熱交換効率（％） 

プレヒーター消費電力（Ｗ） ※1
プレヒーター最大電流（Ａ） ※1

※1：プレヒーターのヒーター容量です。夏季／中間期は、通常通電しません。
※2：最大電流は、プレヒーター使用時です。

（mm）幅
（mm）高さ
（mm）奥行

最低温度（℃）
最高温度（℃）
外気温度（℃）
室内温度（℃）
外気側
還気側

寸
　
法

LWZ－170E Plus
単相 200V　50/60Hz

765
677
564
300
138
6

1053
5.3
38
38
160
32

顕熱交換式
95
90
15
30

－25～40
15～35 ／ 24℃以上（夏季、室内冷房時）

G4クラス
G4クラス

風量切替スイッチＤＪ型
高性能フィルター

使用温度

フィルター

オプション品

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

環境条件

負荷条件
想定時間

電圧
周波数
温度
湿度
設置条件

1年間の使用時間

単相200V
50Hzおよび60Hz
20℃
65%
標準設置
定格負荷
24時間換気8760時間／年

定格電圧による

ＪＩＳ　C9603から引用

取付説明書による
取扱説明書による

【製造年】　　　　　　　　年
【設計上の標準使用期間】 10年
設計上の標準使用期間を超えて使用
されますと経年劣化による発火・けが
等の事故に至るおそれがあります。

＜本体への表示内容＞
経年劣化により危害の発生が高まる恐れがあることを注意喚起するため
に電気用品安全法で義務付けられた右記の内容を本体に表示しています。

＜設計上の標準使用期間とは＞
運転時間や温湿度など、標準的な使用条件（下表による）に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支
障なく使用することができる標準的な期間です。
本機器の設計上の標準使用期間は、製造年を始期とし ＪＩＳ C9921－2 に基づいて右記の想定時間を用いて
算出したもので、無償保証期間とは異なります。
○「経年劣化」とは、長期間にわたる使用や放置に伴い生じる劣化をいいます。

■標準使用条件  ＪＩＳ C9921－2  による

周囲温度
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日本スティーベル株式会社

取付工事店様へ
●この機器は、電気工事が必要となります。取付工事は必ず所定の資格を持った方が行なってください。
●この機器を正しく安全にお客様にご使用いただくために、取扱説明書、並びに本書のＰ．２１「１．安全上のご
注意」をよくお読みの上、取付説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

●施工上の責任は当社では負いかねますので、万一施工上に起因する不都合が生じた場合は、貴店の保証規定によ
り修理していただくようお願いいたします。

（保証書付）

型　名……

熱交換換気システム

取付説明書

●LWZ－170 E Plus
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誤った取扱いをしたときに、
死亡、または重傷に結びつく
可能性があるもの。

絶対に改造はしないでください。

してはいけないことを示します。

注意することを示します。

必ず行なうことを示します。

警告

警告

禁止マーク

指示マーク

注意マーク

誤った取扱いをしたときに、
傷害、または家屋・家財等の
損害に結びつくもの。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った取扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の区分で表示しています。

■ 本文中に使われている図記号の意味は次のとおりです。

禁止

濡れた手で機器を操作しないでください。

機器に水をかけないでください。また、機器が災害等により濡れてしまった場合は、使用しないでください。

床面に設置するのは、絶対にお止めください。

電源ケーブル先端にコンセントプラグを使用しないでください。

機器の近くに、ガス類等の可燃性物質や爆発の恐れがある物質を保管したり、使用したりしないでください。

外気の取り入れ口は、燃焼ガスや住宅の排気を吸い込む位置、積雪等で埋もれる位置、水辺側の壁面には設けないでく
ださい。

２００Ｖの電源ケーブルに１００Ｖの屋内配線を接続しないでください。

付属の電源ケーブルを外さないでください。

取り外しの指定がない部品は、取り外さないでください。また、指定されている付属部品以外は使用しないでください。

機器は屋外や、湿気の多い場所、浴室内、並びにP. 19「8. 仕様」に記載の周囲温度の範囲外になるような環境下には設
置しないでください。

1. 安全上のご注意

機器を正常に動作させるために、離隔距離の範囲内に物品を置かないでください。

700mm以上 400mm以上 50mm以上離隔距離

前面パネル 天板パネル 左面パネル

50mm以上

右面パネル

400mm以上

下面パネル

注意
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指示

機器の天板に物を置いたり、荷重を掛けたりしないでください。

設置前の機器は、雨水が当たる場所や、雪上、氷上に置かないでください。

ドレン配管は、二重トラップにしないでください。

機器はフィルター清掃が不可能な高所には設置しないでください。

機器はP. 21「１．安全上のご注意」に記載の離隔距離を守って設置してください。

電源ケーブルは、屋内配線と直結してください。

機器がしっかりと固定されていることを確かめてください。

機器専用のブレーカを1台設置してください。

電源仕様、定格電流、及び消費電力を銘板ラベルで確認し、必ず内線規程に従って正しい配線を行なってください。

電圧は定格電圧の±10%以内であることを確認してください。

機器の異常を発見した場合は、お客様に引き渡しをせず、日本スティーベル（株）にお問い合わせください。

機器の前面には、必ずフィルター交換と、機器本体の点検を行なえるスペースを設けてください。

禁止

アースは第三種接地工事（Ｄ種接地）を行なってください。

メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りの壁材に金属製ダクトが貫通する場合、金属製ダクトとメタル
ラス、ワイヤラス、金属板等が電気的に接触しないよう取り付けてください。

電源ケーブル等の配線は最小の長さにして、周囲に遊びをとらないでください。

電源ケーブルをジョイントボックス内で弛ませないでください。

注意

注意
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機器は、床に対して垂直になるように設置してください。

指示

機器は、必ず機器の質量に耐えられる補強された物に固定してください。

換気計算に基づいて選定した機器を設置してください。

ドレンの配管工事は、横引き管に10%以上の勾配を必ずつけてください。

機器は、居室（寝室）等の天井や床下への設置は避けてください。

共同ダクトへ排気する場合は、建築基準法施行令により２ｍの鋼鈑立ち上がりダクトを取り付けるか、煙逆流防止ダ
ンパー、及びその点検口を必ず設けてください。

海塩粒子等の吸い込みによる機器の著しい腐食を避けるため、海風の当たらない場所に外気（ＯＡ）取り入れ口を設
けてください。

ダクト配管は、機器から下り勾配になるように取り付け、ＯＡダクト／ＥＡダクトには必ず断熱処理を行ない、ＲＡダ
クト／ＳＡダクトは必要に応じて断熱処理を確実に行なってください。

給排気ダクトの先端には、雨水等の侵入を防ぐための屋外フード等を取り付けてください。

地区計画等で指定がある場合や、防火区画を貫通する場所には防火ダンパーを設けてください。

気密は経年劣化の少ないテープ、またはシール等を使用してください。

ドレンの配管には、必ずトラップを設け、機器内部の負圧が原因となる逆流を防止してください。

ドレン配管上のトラップは、清掃できるようにしてください。

取り付けの際は肌の露出を避け、作業用手袋、保護メガネ等を着用してください。（板金部品で怪我をする、ダクト
の断熱材に使用されているグラスウール等で皮膚が刺激されることがあります。）

仕上げ材、及び下地材に使用する木質材料、固定用の接着材等にはホルムアルデヒド等のＶＯＣの放散が基準値以下
になるものを使用してください。

ドレン水の凍結による水漏れ防止のため、屋外へのドレン水の排水や、ドレン配管の露出を行なわないでください。

機器の内部部品や交換用部品等を他の電気機器には使用しないでください。

次の様なダクト工事はしないでください。（風量の低下や異常音発生、結露等の原因になります。）

①極端な曲げ。　　　　　　　　⑦ＯＡ、ＥＡの配管に非断熱ダクトを使用する。
②多数の曲げ。　　　　　　　　⑧断熱範囲外に露出するＳＡ、ＲＡの配管に非断熱ダクトを使用する。
③急激なしぼり。　　　　　　　⑨ＯＡの配管先端を、屋外の排気口や排ガスが発生する場所に設置する。
④ダクト接続部そばでの曲げ。　⑩ＯＡの配管先端を、池や湖等の水場に面した壁面に設置する。
⑤ダクトを弛ませる。　　　　　⑪ダクト接続部に気密テープをまかない。
⑥ダクトを固定していない。　　⑫ダクトを他の機器の給気に直結する。
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機器運転中は、フィルターカセットを必ず正しい配置と向きで、機器に装着した状態で使用してください。

設定風量は、必ず必要換気量以上の値にしてください。

取扱説明書の保証書に、お客様、お取扱い店、お取付け日、製造番号等の必要事項を記入し、お取扱い店、及び取扱
者印を捺印してください。

工事終了後は、必ずお客様に取扱いの説明を行なってください。直接説明できない場合は、現場責任者等代行者に説
明し、必ずお客様に取扱いの説明がなされるようにしてください。

取扱説明書をお客様に必ず保管していただくようにお渡しください。
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１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.

ＬＷＺ－170EPls本体
本体側背面固定金具（１個）
壁側背面固定金具（１個）
ドレン用ＶＣ管３２ｍｍ（１個）
ＶＣ管用シーリングリング（１個）
ＶＣ管止めナット（１個）
取扱取付説明書（本書）
壁取付用シリコンカバー（１本）

９.
10.

11.
12.
13.

14.

スペーサー（３個）
風量切替スイッチ用モジュラー付専用ケーブル
（１本 １ｍ）
ＬＷＺ耐震補強金具（２個）
ＬＷＺ耐震補強金具用ビス（４本 ５×３０）
ＬＷＺ耐震補強金具用ワッシャー
（４枚 Ｍ５×１６×１．０）
壁取付用ゴムワッシャー（４個）

１：
２：
３：
４：
５：
６：
７：
８：
９：
１０：

操作部
フィルターカバー
ドレン用ＶＣ管
電源ケーブル引込口
モジュラージャック接続口
壁取付金具用ゴムワッシャー
壁取付金具用シリコンカバー
壁側背面固定金具
本体側背面固定金具
ＬＷＺ耐震補強金具

１１：
１２：
１３：
１４：
１５：
１６：
１７：
１８：
１９：
２０：

ＯＡ接続口（Φ１６０）
ＥＡ接続口（Φ１６０）
ＳＡ接続口（Φ１６０）
ＲＡ接続口（Φ１６０）
サービスプラグ
「ｍｅｎｕ」ボタン
「－」ボタン
表示部パネル
「＋」ボタン
「Ｒ」ボタン

次の部材が同梱されていることを確認してください。

2－1－1. 同梱部材一覧

2－1－2. 各部のなまえ 

2－1. 各部のなまえと同梱部材一覧表 

2. 機器設置工事 
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2－2. 取付け方法 

①壁側背面固定金具、及びＬＷＺ耐震補強金具の止め位置
が補強（２００ｋｇ／ｍ２以上の荷重に耐える）されてい
ることを確認します。

②壁側背面固定金具を、付属のネジ５×３０とワッシャー
Ｍ５×１６×１．０とゴムワッシャーを各２個使用して
壁に固定します。

2－1－1. 壁固定位置 

2－1－2. 壁側背面固定金具の設置 

壁　面

壁取付金具用ゴムワッシャー

ワッシャー M5×16×1.0

ビス  5×30
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引っ掛け側

LWZ耐震補強金具

10mm 338.5mm

30mm10mm

①機器背面上部のネジを２本外します。

●ネジ部の破損を防ぐためインパクトドライバーは用い
ないでください。

②本体側背面固定金具を引っ掛けがある側を背面側に向
けて①で外したネジ２本で固定します。

④ＬＷＺ耐震補強金具の大きい方の穴側を機器背面下部
のネジ穴に合わせ、③で外したネジ２本で固定します。

⑤付属のスペーサー３個を、各々機器背面の下記の位置に貼り付けます。
ⅰ）機器下端から10ｍｍ、機器左端から10ｍｍ
ⅱ）機器下端から10ｍｍ、機器右端から10ｍｍ
ⅲ）本体側背面固定金具下端から30ｍｍ、機器左端から338.5ｍｍ

③機器背面下部のネジを２本外します。

2－2－3. 機器への金具の設置 

●上部と下部のネジは同時に外さないでください。
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壁取付金具用シリコンカバー

ゴムワッシャー

ワッシャーM5×16×1. 6

ビス5×30

シリコンカバー

本体側背面
固定金具

壁側背面
固定金具

10mm
LWZ本体

ゴムワッシャー

ワッシャーM5×16×1. 6

ビス5×30

14mm

10mm

LWZ本体

LWZ耐震補強金具

OA EA

RA SA

2－3. ダクト配管 

①壁側背面固定金具の先端部に同梱の壁取付金具用シリコ
ンカバーを付けます。

②本体側背面固定金具の引っ掛け部を壁側背面固定金具に
引っ掛けます。

③２個のＬＷＺ耐震補強金具の裏面に、壁取付金具用ゴム
ワッシャーをそれぞれ挟み、ネジ５×３０とワッシャー
Ｍ５×１６×1.0で固定します。

①下記に従い背面側からダクトを接続してください。
　背面右側： ＥＡのダクト（屋外へ排気）
　背面左側： ＯＡのダクト（屋外から給気）
　前面右側： ＳＡのダクト（室内へ給気）
　前面左側： ＲＡのダクト（室内から還気）

2－2－4. 機器を壁に固定します。 

35mm

●機器のダクト接続の直径は１６０ｍｍです。一般的なフレキシブ
ルダクトは呼び径がφ１５０でも直径１０ｍｍまでは接続可能な
ものが多いですが、接続できない場合は、レジューサ等の異径継
手等を使用してください。
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②ダクト接続は、ダクト固定用バンドと気密テープで漏気が無
いように固定します。

③ＯＡのダクトとＥＡのダクトは、外壁側に向かって下り勾配
になるように配管します。

④ＲＡとＳＡのダクトは、機器から管末側に向かって1／100の下り勾配
になるように配管します。（ただし、浴室の排気の場合は1 ／ 30）

⑤機器、曲げ、継手、チャンバー、グリルやフード等の各区間の間隔は１ｍ
以上離します。

⑥横引きのダクトは、弛まないように１ｍ毎に支持を行ないます。また、縦
引きの場合は、1.5ｍ毎に支持します。

⑦ダクトの曲げの前後で支持します。

①ドレン用ＶＣ管の機器との接続面にＶＣ管用シーリングリングを置きます。

②ドレン用ＶＣ管をＶＣ管止めナットで機器に接続します。

③ドレン用ＶＣ管に３２Ａの配管を接続し、トラップに接続します。
④ドレンホースを横引きする場合は、１０°以上の下り勾配をつけます。
⑤雑排水間等の配管へ、間接排水を行ないます。
⑥寒冷地では屋内のドレン配管が結露する場合があります。必要に応じでド
レン配管に断熱材を巻いてください。

●機器側に向かって下り勾配にすると、故障の原因となる恐れ
があります。必ず外壁側に向かって下り勾配にしてください。

2－4. ドレン配管 

●ＯＡのダクトとＥＡのダクトは、冬場に冷気が通るので、ダクト
表面の結露防止のために、必ず断熱ダクトを使用するか、断熱材
を隙間なく巻きます。

１：機器ドレン管接続口
２：ドレン用ＶＣ管（32mm）
３：ＶＣ管用シーリングリング
４：ＶＣ管止めナット

外気側 室内側

接続パイプ
排気ダクト：1/100以上
給気ダクト：1/30

ＥＡ

ＯＡ

3
4
2
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3－1. 配線図 

3. 電気配線工事 

Ａ：風量切替スイッチ
Ｂ：プレヒーター
Ｃ：外気温度センサー
Ｄ：基板
Ｅ：ＳＡファン
Ｆ：ＥＡファン
Ｇ：操作部
Ｈ：室内温度センサー
Ｊ：サービスプラグ
Ｋ：バイパスダンパー用モーター

Ｎ：未使用
Ｏ：ＥＢＵＳコネクション
Ｐ：追加ヒーター
Ｑ：出力０＋１０Ｖ
Ｒ：追加ヒーター用センサー
Ｓ：２４Ｖコネクション
Ｔ：入力１－１０Ｖ
Ｕ：Ｎ／Ｏコンタクト
Ｚ：湿度センサー

配線色／番号
C1＝茶
C2＝青
C3＝緑／黄
C5＝白

C6＝No１
C7＝No２
C10＝黄
C11＝緑
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 が必要になります。

さい。）

スイッチプレート下部の溝

ツマミ 

ブランクチップ

スイッチ化粧カバー

スイッチプレート

①電源ケーブルは、機器上部中央にあります。屋内配線（1.6ｍｍ以上３芯）をその周辺で接続できるように配線します。
②屋内配線の壁からの引き出し口にはジョイントボックスを設置し、その中で電源ケーブルと圧着接続できるようにします。
③機器上部中央の電源引込口から出ている電源ケーブルを、屋内配線と圧着接続します。

風量切替スイッチを取り付ける場合は、必ず付属のモジュラーケーブル（0.5ｍｍ2

モジュラーケーブルは、必ず３芯の1.6ｍｍ、または2.0ｍｍの屋内配線（長さ10ｍ以内）とコネクタ等により接続の上で風
量切替スイッチに接続する必要があります。

①ＬＷＺのモジュラーケーブルの「Ｐ（０Ｖ）」、「２」、「３」の３本の配線を、それぞ
れ付属のスイッチ用コネクタ２Ｐ（右図）を介して1.6ｍｍ、または2.0ｍｍの屋
内配線に接続し、風量切替スイッチＤＪ型の固定位置に出しておきます。

②ツマミを手前に引いて外します。
③スイッチプレート下部の溝にマイナスドライバーを差し込み、スイッチプレート
を外します。（ブランクチップとスイッチ化粧カバーも外れますので注意してくだ

④ロータリースイッチの背面「０」の接続口にモジュラーケーブルの「Ｐ（０Ｖ）」の
配線を接続します。

⑤ロータリースイッチの背面「２中」の接続口にモジュラーケーブルの「２」の配線
を接続します。

●モジュラーケーブルは、電源ケーブルから遠ざけて設置してください。
●モジュラーケーブルの使用しない配線は、必ず絶縁処理を行なってください。
●モジュラーケーブルは、先端の棒端子を切り落として延長するケーブルと異径配線を接続できる端子、またはコネクタで屋内
配線と接続してください。

3－2. 電源ケーブル接続 

3－3. 風量切替スイッチ（オプション品）の接続 
3－3－1. 事前準備 

3－3－2. 風量切替スイッチＤＪ型取り付け 
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モジュラーケーブルの「３」の配線

モジュラーケーブルの「Ｐ（０Ｖ）」の配線

モジュラーケーブルの「２」の配線

⑥ロータリースイッチの背面「３強」の接続口にモジュラーケーブルの「３」の配線
を接続します。

⑦金属ワンタッチ取付枠を、一連のジョイントボックスにネジ２本で固定します。
　配線がジョイントボックス内でできるだけたわまないようにします。
⑧ブランクプレートと化粧プレートを上下方向に気を付けながら、スイッチプレー
トとともにスイッチプレートの受け側枠に固定します。

⑨ツマミをロータリースイッチの軸に差し込みます。

⑩ＬＷＺシリーズのブレーカを「入」（ＯＮ）にして、ツマミの変更に合わせてＬＷ
Ｚシリーズの表示が切り替わることを確認してからお客様に引き渡します。
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4－1. 動作状況読込モード 

①基本表示の状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、表示部パネルに
「ＳＥＴ」を表示させます。

②①の状態で「＋」ボタン、または「－」ボタンを押して、「ＲＥＡ
Ｄ」を表示させます。

③「ＲＥＡＤ」を表示している状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、
動作状況読込モードに入ります。

④「＋」ボタン、「－」ボタンを押し、「０１」～「０８」の情報番号
を選択します。

⑤「Ｒ」ボタンを１回押すと、設定モードに戻ります。

⑥設定モードの状態で、「Ｒ」ボタンを１回押すと、基本表示に戻
ります。

4. 動作状況の確認と設定変更 
モード表示 

ＳＥＴ

設定内容

各種設定を変更できます。

ＲＥＡＤ 各部の動作状況を確認できます。

ＳＥＲＶ エラー状態とエラー履歴を確認できます。 

Ｐ. 11「４－９．設定モード」
４－９－２．通常設定一覧表の内容
４－９－３．オプション設定一覧表の内容

Ｐ. 33「４－１．各部の動作状況の確認」の情報一覧表
の内容

Ｐ. 34「４－３．エラー確認モード」の内容

確認・設定内容
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情報番号
情報一覧表

０1 室内温度 ℃

℃

―

外気温度 

バイパスの状態
ON ：バイパスが開いている
OFF ：バイパスが閉じている

０2

ＰａＳＡダクト圧損０５

ＰａＥＡダクト圧損０６

ｍ３／ｈＳＡファン風量 ０７

０3

―デフロスト運転
ON ：デフロスト運転中
OFF ：デフロスト運転していない

０3

０８ ＥＡファン風量 ｍ３／ｈ

％

ＰＰＭ

湿度（オプション）

―

０９

ＰＰＭ―１２

ＰＰＭ―１３ 

１０

ＰＰＭ―１１

表示内容 単位 情報番号 表示内容 単位

4－2. 各種の設定 

等無有の用使のーターヒレプ、度温作動のスパイバや量風定設、し照参を」ドーモ定設．９－４「 11.Ｐ
を設定します。

4－3. エラー確認モード 

①基本表示の状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、表示部パネルに
「ＳＥＴ」を表示させます。

②①の状態で「＋」ボタン、または「－」ボタンを押して、「ＳＥＲ
Ｖ」を表示させます。

③「ＳＥＲＶ」を表示している状態で「ｍｅｎｕ」ボタンを押し、
エラー確認モードに入ります。
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●エラーの原因が修理されてない場合は、エラーを解除できません。

④エラーを解除したい場合は、エラー原因を修理したのちに、
「Ｒ」ボタンを５秒間長押しします。

エラー状態 

エラーなし 

表示部パネルの見かた 

表示部パネルに、エラー番号が表示されていない。

修理が必要なエラー 
表示部パネルに、エラー番号とエラーシンボル
表示が点灯している。

修理済みのエラー 表示部パネルに、エラー番号が表示されている。 

表　示

エラー履歴の見方

情報番号

エラーリスト

Ｅ１００ ＳＡファンの圧力センサー
（赤色ホース）

回転数制御ができない。
外気温度が０℃以下になると、プレヒーター
が動作します。

赤色ホースの抜け、破損、潰
れの確認

Ｅ１０１

Ｅ１０３ バイパスの異常 バイパスが動かない。

ＥＡファンの圧力センサー
（青色ホース）

回転数制御ができない。
外気温度が０℃以下になると、プレヒーター
が動作します。

青色ホースの抜け、破損、潰
れの確認

ＳＡファンとＥＡファンが停止します。
プレヒーターが停止します。
バイパスを閉じます。

Ｘ７コネクタ外れ
外気温度センサーの異常

基板上のディップスイッチの設
定が機器と不一致

Ｘ８コネクタ外れ
バイパスモーターの異常

Ｅ１０７ 室内温度センサーの異常 バイパスを閉じます。

Ｅ１０９ CO2センサーの異常 通常動作

Ｘ１７コネクタ外れ
室内温度センサーの異常

外付けの温度センサーの異常

CO2センサーの異常
Ｅ１１１ 湿度センサーの異常 通常動作 湿度センサーの異常

Ｅ９９９ 基板異常 動作不良

Ｅ１０４ ＥＡファンの故障

Ｅ１０６ 外気温度センサーの異常

Ｘ９／Ｘ１１コネクタ外れ
ＥＡファンの異常

ＥＡファンが停止します。
プレヒーターが停止します。

Ｅ１０５ ＳＡファンの故障 Ｘ１０／Ｘ１１コネクタ外れ
ＳＡファンの異常

ＳＡファンが停止します。
プレヒーターが停止します。

Ｅ１０８ 外付温度センサーの異常 プレヒーターが停止します。
地中熱交換を停止します。

該当部品 現　象 対応方法

修理が必要なエラーが表示されている場合は、下記①～⑤を確認の上、日本スティーベル(株)にお問い合わせください。
①型 名：前面パネル（フィルターカバー裏側）の銘板ラベルに記載
②製造番号 ：前面パネル（フィルターカバー裏側）の銘板ラベルに記載
③エラー番号：ＥＸＸＸ
④納 品 日：
⑤お取扱い店(担当者名、電話番号）：
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①機器の専用ブレーカを「入」（ＯＮ）にします。
②Ｐ.6 「４－３．風量の設定のしかた」、 Ｐ.8 「４－４．バイパスモードの設定のしかた」を参照して機器
の初期設定を住宅側の条件に合わせて変更します。

③オプションの風量切替スイッチを採用している場合は、 Ｐ.14 「４－１０．オプション品の使い方」を
参照して、風量切替スイッチの変更に合わせて風量が切り替わることを確認します。

④各給排気グリルの所で所定の風量が出ていることを確認します。
⑤機器の専用ブレーカを「切」（ＯＦＦ）にします。

●所定の風量が出ていない場合は、給排気グリルの開口面積の変更等により、給排気グリルの風量を調節
します。

⑥試運転の記録を記入する際は、下表をご使用ください。

●一部の給排気グリルのみ風量が出ていない場合は、機器側ではなく配管の未接続、空気漏れの可能性が
あります。必ず配管の接続状態、接続部の空気漏れの確認を行なってください。

●実測の風量測定値は、使用する測定器具や、測定周囲の環境等の条件により、３０％程度の誤差が生じ
ることがあります。
●試運転開始直後に風量測定をすると、ダクト内に空気がめぐるまで実風量より風量が少なくなる場合が
あります。

5. 試運転 

検査日　　　　　　　年　　　月　　　日
検査会社名
検査担当者名

設定
風量

設定風量
弱運転設定風量「１」
通常運転設定風量「２」
強運転設定風量「３」
バイパス設定温度

項目

コントローラ表示 表示が正常であること □
エラー履歴 修理が必要なエラーがないこと □
ドレン排水管接続状況 ドレン配管が間接排水で適切に接続されていること □
専用ブレーカ 専用ブレーカで「入／切」できること □

お部屋名 給気 風量
設定
風量

お部屋名 還気 風量
設定
風量

給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気
給気 還気

外壁→屋内（給気）フード 屋内→外壁（排気）フード

備考
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保証期間

製造番号 －　　　－

型　名

製品 お取り付け日から１年

保 証 書

お
客
様

お 

取 

扱 

い 

店

フリガナ

お名前

社名

様

〒　　　　　
住所

電話（　　　　）　　　　－

お取り付け日　　　　　年　　　　　月　　　　　日

取扱者

　印

印

本書は、下記〈無料修理規定〉に基づいて下記型名の機器の無料修理を行なうことをお約束するものです。当該
機器以外の機器類は、修理の対象といたしません。お取付け日から１年以内に故障が発生した場合は、本書を
ご提示の上、日本スティーベル（株）に修理をご依頼ください。

機器はお取付け日から１ヶ年保証です。
★お客様へ
　この保証書をお受け取りになるときは、お取付け年月日、お取扱い店名、製造番号の記載、並びに取扱者印の
　捺印があることを確認してください。保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
　この保証書は、本書に明示した期間、次の条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、こ　
の保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
〈無料修理規定〉
１．お引渡しの仕様条件で取扱説明書、機器に貼られているラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障し
　　た場合には、表記期間無料修理いたします。
２．保証期間内に故障して無料修理を受ける場合には、日本スティーベル（株）にご依頼の上、修理をお受けにな
　　る時に本書をご提示ください。
 　　「お取付け日」の記載がない場合、日本スティーベル（株）の出荷記録に基づいて、出荷日を「お取付け日」と
　　して起算します。
３．ご転居等、お取付け場所を移動する場合は、予め日本スティーベル（株）にご相談ください。
４．保証期間内でも次の場合は有料修理となります。
　（Ａ）修理、または交換を必要とする不具合部品を交換せずに継続して使用した場合。
　（Ｂ）使用上の不注意、過失による不具合、及び不当な修理や改造による故障や損傷の場合。
　（Ｃ）お取付け後の移設、及び取付説明書に基づいたお取付けがなされていなかったことに起因する故障、及び
　　　損傷の場合。
　（Ｄ）火災・地震・水害・落雷・その他の天災地変、公害、腐食性ガス等の有害ガス、塩害、異常電圧、ねずみ、
　　　鳥、くも、昆虫類の侵入、及びその他の外部要因による故障、及び損傷の場合。
　（Ｅ）指定外の電源（電圧・周波数）で使用した場合の故障や損傷。
　（Ｆ）一般の建物以外（例えば車輛・船舶・粉塵やガスの浮遊する施設）等で使用された場合の故障や損傷。
　（Ｇ）砂、さび、ごみ、及びほこり等による不具合、故障、損傷があった場合。
　（Ｈ）消耗部品の交換、及び保守等の費用。
　（Ｉ）本書の提示が無い場合、お客様名、お取扱い店名の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
５. 以下の場合に生じた費用、及び代金は、本書による無料保証の対象にはなりません。
　（Ａ）理由の如何を問わず、機器設置後に、不適切な設定により増加した電気代。
　（Ｂ）機器を設置したことによって生じた使用場所とその周辺の変色、変形、異音等の補修費用。
６．本書は日本国内においてのみ有効です。
７．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。

日本スティーベル株式会社

LWZ-170EPlus
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機器の仕様、外観、及び価格は、予告なく変更する場合があります。

本書の内容、所在地、電話番号は、予告なく変更になることがありますので予めご了承ください

日本スティーベル株式会社
〒140-0001  東京都品川区北品川1丁目9番2号

     TOKYO Y.Bビル  2階

新製品紹介、お役立ち情報等を配信しています。フォロー、いいね！ チャンネル登録を宜しくお願い致します。

SNS、Youtubeチャンネルのご案内

＠nihonstiebel
製品のご案内、ご採用事例の紹介等

日本スティーベル（Nihon Stiebel）
製品のご案内、ご採用事例の紹介等

日本スティーベル株式会社
機器の設定、お手入れ、施工動画等
ご利用者様へのインタビュー動画等

https://www.stiebel-eltron.co.jp
製品一覧、会社概要、カタログ、取扱取付説明
書、仕様図のダウンロード

TEL : 03-5715-4655
（営業時間外・土日・祝日及び特定休業日を除く）

■製造者




